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特産品を味わう
第12回ＪＡ摩周湖農業祭 たぶん日本で一番早い新そば祭り
姉妹都市 鹿児島県日置市 物産交流事業 黒豚祭2018in弟子屈

　

Ｊ
Ａ
摩
周
湖
（
川
口
覚
組
合

長
）

 

と
摩
周
そ
ば
生
産
組
合 （
猪

狩
広
昭
組
合
長
）が
主
催
す
る

「
第
12
回
Ｊ
Ａ
摩
周
湖
農
業
祭

た
ぶ
ん
日
本
で
一
番
早
い
新
そ

ば
祭
り
」が
８
月
25
日
、同
農
協

Ａ
コ
ー
プ
駐
車
場
前
で
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く

の
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

 

台
風
が
近
づ
く
あ
い
に
く
の

天
候
で
し
た
が
、会
場
で
は「
摩

周
そ
ば
生
産
組
合
」「
札
幌
蕎そ

麦ば

切
会
」 が
弟
子
屈
産
の
そ
ば
粉
を
使
っ
た
、

打
ち
た
て
、
ゆ
で
た
て
の
新
そ
ば
を
提
供

し
、
新
そ
ば
を
求
め
る
方
で
長
い
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
。ま
た
、摩
周
メ
ロ
ン
な
ど

の
農
産
物
即
売
や
地
場
産
野
菜
な
ど
の
天

ぷ
ら
販
売
の
ほ
か
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も

行
わ
れ
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

同
会
場
内
で
は
、
当
町
と
姉
妹
都
市
の

鹿
児
島
県
日
置
市
か
ら
、
同
市
特
産
の
黒

豚
や
魚
介
類
、
揚
げ
た
て
の
さ
つ
ま
あ

げ
、
採
れ
た
て
の
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
販

売
す
る「
黒
豚
祭
２
０
１
８
in
弟
子
屈
」も

行
わ
れ
ま

し
た
。

　

特
に
特

産
の
黒
豚

は
、
販
売

か
ら
数
十

分
で
売
り

切
れ
る
な

ど
、
大
盛

況
で
し
た
。

特産品のサツマイモも販売  

新
そ
ば
を
求
め
て
行
列
も

　

９
月
18
日
の
敬
老
の
日
に
ち
な
み
、
町

内
各
地
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
に
は
、町
内
で
い
ち
ば
ん
早
く

美
留
和
自
治
会（
芳
賀
正
美
会
長
）で
開
催
。

参
加
者
全
員
で
食
事
を
囲
み
、楽
し
く
会
が

ス
タ
ー
ト
。美
留
和
小
学
校
児
童
が
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
を
披
露
す
る
な
ど
、会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

９
月
12
日
に
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
倖

和
園
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
摩
周
の
合

同
敬
老
会
が
倖
和
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

古
希（
70
歳
）、喜
寿（
77
歳
）、米
寿（
88
歳
）、

白
寿
（
99
歳
）
を
迎
え
た
方
に
祝
い
品
が
贈

ら
れ
、
今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
る
方
に

は
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
賞
状
と
銀
杯

が
德
永
町
長
の
手
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
17
日
に
は
、
弟
子
屈
町
睦む

つ
み

会（
髙
橋

幸
子
会
長
）
主
催
の
「
第
70
回
弟
子
屈
市
街

地
区
敬
老
会
」
が
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、約
２
７
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。古
希
、

喜
寿
、米
寿
を
迎
え
た
方
に
祝
い
品
が
贈
呈

さ
れ
た
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
披
露
さ
れ
、参
加
者
の
皆
さ
ん
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
11
日
に
川
湯
駅
前
自
治
会

（
松
田
政
幸
会
長
）、
15
日
に
川
湯
敷
島
自

治
会（
横
田
憲
治
会
長
）、仁
多
自
治
会（
岡

部
茂
雄
会
長
）、17
日

に
屈
斜
路
自
治
会

（
金
澤
賢
二
会
長
）な

ど
、
各
自
治
会
で
も

そ
れ
ぞ
れ
敬
老
会
が

行
わ
れ
、
長
寿
を
祝

い
ま
し
た
。

長寿祝い長年の貢献に感謝
町内各地で敬老会

100歳を迎えた入居者へ賞状と銀杯が
（老人ホーム倖和園）

　

弟
子
屈
神

社
例
大
祭
が

８
月
19
日
か

ら
21
日
に
か

け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
す

っ
き
り
と
し

た
青
空
が
広

が
り
、絶
好
の

お
祭
り
日
よ
り
。み
こ
し
パ
レ
ー
ド
で
は
、

町
内
バ
ト
ン
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
を
先

頭
に
、
本
み
こ
し
や
子
ど
も
み
こ
し
な
ど

が
町
内
を
練
り
歩
き
、
沿
道
の
町
民
の
皆

さ
ん
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。途
中
、数
カ
所

で
行
わ
れ
た
バ
ト
ン
や
鐺
別
獅
子
舞
の
披

露
で
は
、
訪
れ
た
観
客
か
ら
た
く
さ
ん
の

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、神
社

前
に
は
た
く
さ
ん
の
出
店
が
並
び
、
家
族

連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

８
月
27
日
か
ら
29
日
に
は
、
川
湯
地
区

で
川
湯
神
社
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夜
に
行
わ
れ
た
み
こ
し
行
列
で
は
、
威
勢

の
い
い
掛
け
声
で
出
店
通
り
を
練
り
歩

き
、
多
く
の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

神
社
前
で
川
湯

ば
や
し
が
披
露

さ
れ
た
り
、最
終

日
昼
に
は
ち
び

っ
こ
相
撲
も
催

さ
れ
る
な
ど
、終

日
多
く
の
観
客

で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

各地で夏のにぎわい
弟子屈神社例大祭、川湯神社例大祭

威勢のいい本みこし｜弟子屈

子
ど
も
み
こ
し
｜
弟
子
屈

こ
ど
も
た
ち
に
よ
る
奉
納
相
撲

｜
川
湯

迫
力
の
あ
る
み
こ
し
行
列
｜
川
湯

武四郎さんの足跡を訪ねて
松阪市小野江小学校児童が弟子屈町を訪問

　
「
北
海
道
の
名
付
け
親
」
で
あ
る
松
浦

武
四
郎
。そ
の
出
身
地
三
重
県
松
阪
市
か

ら
、
小
野
江
小
学
校
の
６
年
生
２
人
が

来
町
し
、
８
月
27
〜
29
日
の
３
日
間
に

か
け
て
、町
内
各
地
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
命
名
１
５
０
年
、
松
浦
武
四

郎
生
誕
２
０
０
年
、
弟
子
屈
探
査

１
６
０
年
の
節
目
に
初
め
て
小
学
生
の

交
流
が
実
現
。訪
問
団
一
行
は
屈
斜
路

湖
畔
や
摩
周
湖
な
ど
を
武
四
郎
の
足
跡
を

た
ど
り
な
が
ら
訪
問
し
ま
し
た
。同
小
学
校

で
は
武
四
郎
を
通
じ
、北
海
道
や
ア
イ
ヌ
民

族
に
つ
い
て
の
学
習
も
熱
心
に
行
わ
れ
て

お
り
、児
童
は
行
く
先
々
で
ア
イ
ヌ
民
族
と

武
四
郎
の
痕
跡
を
見
つ
け
て
は
感
心
し
て

写
真
や
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
は
３
日
間
の
日
程
の
中
で
、
弟
子

屈
小
学
校
と
和
琴
小
学
校
も
訪

問
。暖
か
い
歓
迎
を
受
け
、
小
学

生
同
士
交
流
を
深
め
ま
し
た
。松

阪
市
の
紹
介
も
行
い
、現
在
も
松

浦
武
四
郎
の
生
家
が
残
っ
て
い

る
こ
と
、
毎
年
２
月
に
は「
武
四

郎
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
、
ア
イ
ヌ

古
式
舞
踊
の
披
露
や
武
四
郎
鍋
・

武
四
郎
弁
当
が
振
る
舞
わ
れ
る

こ
と
な
ど
を
こ
の
日
の
た
め
に

用
意
し
た
資
料
を
使
っ
て
分
か

り
や
す
く
紹
介
。武
四
郎
の
こ
と

を
敬
愛
を
こ
め
て
「
武
四
郎
さ

ん
」と
呼
ぶ
な
ど
、
地
域
全
体
で

ふ
る
さ
と
の
偉
人
の
功
績
を
後

世
に
伝
え
続
け
る
松
阪
市
の
様

子
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

北海道の遊び「大根抜き」を体験｜和琴小

アイヌ古式舞踊を見学｜弟子屈小

池
の
湯
の
碑
を
訪
問
し
学
習

松阪市について紹介｜弟子屈小

池
の
湯
に
残
る
武
四
郎
の
碑

吹
奏
楽
に
よ
る
演
奏
会
も

和やかに祝杯を（川湯駅前）

人生の節目を祝う記念品
（市街地）

子
ど
も
た
ち
も
お
祝
い（
屈
斜
路
）

いろいろな出店が軒を連ねる

仲
間
と
顔
を
合
わ
せ
て（
美
留
和
）
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　町教育委員会と町
教育研究所による平
成30年度弟子屈町イ
ングリッシュキャン
プが９月15日～17日
の３日間にわたって

玉川大学北海道弟子屈農場美留和「晴耕塾」で行われました。
　平成27年に締結された学校法人玉川学園との包括連携協
定に基づき行われているもので昨年に続き２回目。今年は
小中高校生30人が参加し、町教育委員会のＡＬＴ マイケル
とマシューも講師として参加。玉川大学からも工藤准教授
と学生も参加し、町内の英語教諭などから普段できない英
語学習を体験し、他校との児童生徒とも交流していました。

英語に親しむ３日間

平成30年度弟子屈町イングリッシュキャンプ
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
授
業
も

９月15～17日

　明盛建設株式
会社（藤田利道代
表取締役）の皆さ
んが８月24日、仁
多交流センター
の環境整備を行
いました。
　地域住民の集

いの場であるセンターの環境向上のため、社会貢献の一環と
して行われたもので、利用者が気持ちよく利用できるよう、
手際よくセンター敷地内や外周の刈払い機による手作業で
草刈りを行いました。

地域の役に立ちたい

仁多交流センターで社会貢献

８月24日

　北海道ＬＰガス協
会釧路支部青年委員
会（青木浩二委員長）
による「炎の出前教
室」が、９月13日、弟子
屈小学校（中原英雄校

長）のグラウンドで行われ、５年生38人が参加し、火と人の
関わりや火の役割や火の種類について学びました。
　出前教室には、同会員９人が来校し、おがくずをすり合わ
せる火起こしに児童といっしょに挑戦。煙が上がるとうち
わで扇ぎながら火種を作り、焼き台に設置した、ミニキャン
プファイアに点火しました。点火に成功した児童からは歓
声があがり、火の貴重さや大切さを学んでいました。

火の役割などを学ぶ

炎の出前教室を開催

９月13日

必
死
に
火
起
こ
し
を
す
る
児
童

刈
払
い
機
を
使
っ
て
丁
寧
な
作
業

　弟子屈消防署主
催による救急フェ
ア2018in摩周が９
月２日、道の駅摩周
温泉で開催されま
した。９月９日の救
急の日を前に、救急

医療や救急業務の正しい理解と応急手当の普及拡大を目的
に開催。当日は、心肺蘇生人形を使った心肺蘇生体験やＡＥ
Ｄの取り扱いの説明、救急車や防災用品の展示、非常食など
の試食などが行われました。道の駅に訪れた町民や観光客
の皆さんは、実際に心肺蘇生を体験したり、非常食の試食を
行うなど、救急医療について理解を深めていました。

９月２日

救急医療などの理解を深めるために

救急フェア2018in摩周を開催
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
し
た

このページは皆さんからのこのページは皆さんからの

情報で作られています。情報で作られています。

どのような情報でもすぐにどのような情報でもすぐに

かけつけます。かけつけます。

お気軽にご連絡ください。お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課広報統計係☎４８２-２９１３（課直通）

　平成30年度北海道
高等学校文化連盟第
14回釧根支部ボラン
ティア研究大会が８
月23日、町社会老人
福祉センターで開催
されました。ボラン

ティア精神を学び、幅広い人間性を身につけることと、活動
を通し、高校間の交流を目的に行われ、釧根管内８校、90人
が参加。大会では、町内のホテル「ピュア・フィールド風曜
日」の三木和子さんの講演が行われたほか、分科会として、仲
間づくりワークショップ、点字アート体験、絵本づくり体験
が行われ、生徒の皆さんは熱心に取り組んでいました。

ボランティア精神を学び幅広い人間性を身につける

高文連第14回釧路支部ボランティア研究大会

８月23日

点
字
ア
ー
ト
を
体
験

　北海道中小企業同
友会くしろ支部摩周
地区会（宮田歓朗会
長）による模擬面接
が8月23日、就職を希
望する弟子屈高校の

生徒12人を対象に行われました。
　同会が町商工会と協力し、９年前から実施。外部講師とし
て、会員４人が面接官となり、生徒１人ずつと模擬面接に臨
みました。会員の皆さんからは、面接時の声の大きさや話し
方などのアドバイスの後、志望動機や時事問題などについ
て質問し、模擬面接の雰囲気は本番さながらの緊張感に包
まれていました。

８月23日

本番さながらの緊張感

中小企業同友会・町商工会による模擬面接を実施
本
番
さ
な
が
ら
の
模
擬
面
接

　おひさま保育園
（廣田勝彦園長）の
運動会が８月26日
に開催されまし
た。今年度の町内
の運動会では、同
園が最後の開催で
す。

　朝からの雨もあがり、残暑の日差しの中での開催となり
ました。園児たちはかけっこや趣向を凝らした団体競技、お
遊戯などこれまでの練習の成果を精いっぱい披露。子ども
たちの一生懸命な姿に、訪れた保護者などから大きな声援
が送られました。

町内で最後の開催

おひさま保育園の運動会

８月26日

親
子
で
力
を
合
わ
せ
て

　屈斜路湖では初開
催となる第１回屈斜
路湖オープンウオー
タースイミング大会
（屈斜路ＯＷＳ実行
委員会主催）が８月
26日、屈斜路湖畔、和

琴半島キャンプ場近くで開催されました。オープンウオータ
ースイミングとは、自然の海や湖・川などで行われるレースの
総称で、北京オリンピックから正式種目にもなっています。こ
の日は、水温が低く難しいコンディションでしたが、道内外か
ら集まった300人の選手たちは、400ｍから５㎞の距離をそれ
ぞれの目標に向かい懸命に泳いでいました。

夏の屈斜路湖で遠泳に挑戦

屈斜路オープンウオータースイミング大会を初開催

８月26日

一
斉
に
ス
タ
ー
ト

　平成30年度第30回釧路へ
き地複式教育研究大会弟子
屈大会が９月５日、奥春別
小学校（小原正寿校長）を会
場に行われました。
　同校、美留和小学校（伊藤

賢次校長）、和琴小学校（齋藤超校長）の３校による集合学習
をメインに「自ら学び、豊かな心でたくましく郷土を切り拓
く子どもの育成」～かかわり合いながら、学ぶ楽しさを味わ
える「集合学習」のあり方を求めて～を大会の研究主題に、釧
路管内の教員およそ70人が参加。低・中・高学年それぞれの
教室で音楽・体育・図工の授業が実施され、子どもたちはい
つもと違う環境でしたが、楽しみながら学習を深めていました。

９月５日

「生きる力」を育む教育

へき地複式教育研究大会を弟子屈で開催
「
夕
や
け
こ
や
け
」を
み
ぶ
り
で
表
現

　弟子屈小学校（中原
英雄校長）の４年生児童
が９月13日、弟子屈の
魅力を伝える壁新聞の
発表を行いました。
　同校では総合の学習

の時間に摩周湖や硫黄山・屈斜路湖といった町内の魅力ある
スポットについて学習し、それを伝える壁新聞の作成を行っ
ています。児童は実際に各地に足をのばし、そこで働く人や訪
れた観光客にインタビューするなどして、その地の歴史や魅力
について調査。それぞれの班が工夫を凝らして発表しました。
　発表会には役場職員２人も招かれ、児童の発表を参観。最
後に児童の学習テーマに沿った講演会も行われました。

弟子屈の魅力再発見！

児童が調べた町の魅力を発表｜弟子屈小
12
の
班
そ
れ
ぞ
れ
が
発
表

９月13日

　弟子屈高校（宮﨑円校
長）の２年生16人が９月
18日、和琴半島でカナデ
ィアンカヌーの体験学
習を行いました。
　選択教科で生涯スポ

ーツを選択している生徒を対象に行われたもの。ノースイー
ストカヌーセンターの平塚一明さんの指導のもと、事前にカ
ヌーのノウハウを学び、和琴半島をぐるりと一周するコース
を体験しました。当日の屈斜路湖は気持ちのいい青空が広が
り、風も穏やか。生徒たちはキャンプ場に面した湖岸から出発
し、途中のオヤコツ地獄で温泉卵つくりを体験。自然の力強さ
を体感しつつ、楽しみながら学習を深めていました。

弟子屈ならではの体験学習

カナディアンカヌー体験学習｜弟子屈高校

９月18日

パ
ド
ル
を
操
り
半
島
を
一
周


